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ジョージ・グロッスと宙返りの但界

宇佐美幸彦

はじめに

ジョージ・グロッスがベルリン・ダダの時代に書いた詩に「世界に寄せる歌」

(Gesang an die Welt, 1918)がある。この作品において，グロッスは自らを「ヨ

ーロッパーの悲劇の人間」 dertraurigste Mensch in Europa, 「悲哀の特別現

象」 einPhanomen an Trauer, 「ラグタイムのダンサー」 Ragtimetanzer, 「ア

クロバットダンサー・ペトロポリス」 Petropolisder Kautschukmann, 「マス

クの男Jr homme masque, 「世界チャンピオン」 championof the worldなど
と規定している 1)。グロッスの自己申告である自画像は多様な要素が複雑に絡

んでおり，決して一面的に捉えることはできない。しかしこの作品に限って彼

の自己規定の内容をまとめてみると，それはおもに三つの要素から成り立って

いるといえよう。すなわち， (1)ドイツという現実的な環境における自己否定，

(2)アメリカ的新世界への憧れ， (3)現状から脱皮しようとする変身願望であり，

部分的にはそれぞれの要素が重なっていると考えることができよう。

第一の要素であるが，「ヨーロッパーの悲劇の人間」，「悲哀の特別現象」と

いう表現の中には， (1)ドイツ（ヨーロッパ）への批判的な立場， (2)自らを取り

巻く現実世界に対しての絶望的な境地が述べられているといえる。第二帝政時

代のドイツは古い伝統や権威が支配し， とりわけ青年の自由や夢にとって抑圧

的な社会であると，グロッスは考えていたようである。第一次世界大戦という

現実は，社会全体を軍事的な規律や規制で縛り，青年たちの生命を奪った。グ

ロッスは大戦以前の学生時代から，プロイセン式の軍国主義教育には反感を抱
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いていたようで，教師に反抗して実科学校を退学になったほどであるバドレ

ースデンの美術学校時代においても，伝統的なデッサンばかりの授業に不満を

感じ，自由で新しい芸術への願望や憧れを抱き続けていたようである 3)。こう

した心情が，二度の軍隊入隊によって大きく屈折し，グロッスは精神異常をき

たして，病院に収容され，軍隊を除隊になった4)。当時の社会に対する批判的

な立場将来の展望のなさが，青年特有の欲求不満と重なって，自らをヨーロ

ッパで最も悲劇的な人間であるとみなすようになった。このように第一の要素

の自己規定は，現実の直視から生まれたものである。

次に，第二の要素であるが，「ラグタイムのダンサー」，「世界チャンピオン」

という規定には，アメリカ（新大陸）への憧れが率直に表明されているといえ

よう。グロッスはすでに実科学校の生徒であったころから，バッファロー・ビ

ルなどアメリカの冒険物語を愛読しており，早い時期からアメリカヘの憧れを

抱いていた 5)。ベルリンの学生時代には， 20世紀初頭からドイツでも流行して

いたアメリカの黒人音楽をグロッスは熱烈に愛好し，ラグタイムのレコードを

聞き，踊りに夢中になっていた 6)。ダダの集会における自作の講演でもラグタ

イムの調子でステップを踏み，一説には歌を歌ったとも言われている 7)。「世

界チャンピオン」はこの作品の中では何のチャンピオンか説明されていないが，

グロッスの伝記や当時のスポーツの状況からすればボクシングのことを想定

していることは明らかである。19世紀後半にアメリカで流行したボクシングは，

20世紀初頭にはドイツでも行われるようになり，ボクシングは新しいスポーツ

として注目された。グロッスはボクシングのチャンピオンの絵を描いたことも

あり，また自らグローブをはめてボクサーを気取っている写真もあり，このス

ポーツにたいへん大きな関心を持っていた 8) と思われる。グロッスは伝統的

な古いドイツの現実に対して，その対極としてアメリカの新世界を賛美し， こ

れに憧れる態度を示しているのである。

第三の要素は，「アクロバットダンサー・ペトロポリス」，「マスクの男」と

いう言葉に表現されている。ここで「アクロバットダンサー」と訳したが，原

文では Kautschukmannとなっており，言葉どおりには「ゴム人間」という意
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味である。つまりサーカスなどで，体を柔軟に曲げ，通常の人間にはできない

ようなアクロバットのショーを行う曲芸師のことで，グロッスがここで自らを

アクロバットダンサーであるといっているのは，当然比喩的な意味で姿勢を変

幻自在に変化させること，つまりこの姿勢というのは単に肉体的な筋肉の動き

だけではな<. 精神的な生き方， ものの考え方にアクロバット的な変化を可能

にするという意味でもあろう。マスクの使用はもちろん通常の恨界，現実的な

憔界からの変身願望を意味している。グロッスは若いときから変装することを

好んだようで，いろいろな変名を名乗り，「ダダのタベ」のような舞台だけで

なく，カフェーなどの日常生活の中へも実際に変装した姿で，現れたようであ

る。芸術家のたまり場であった「カフェー・デス・ヴェステンス」でのグロッ

スの姿を，友人のヴィーラント・ヘルッフェルデは次のように描写している。

「彼はサーカス・パントマイム『誘惑者の死神』のプラカードのような姿でそ

こに座っていた。石灰のように白い粉を顔に塗り，赤く紅を塗った唇をして。

チョコレート色の背広に身を包み，膝の内には細い黒色のステッキがあり，そ

のステッキの握りの部分は，象牙の憫腰なのであった。」 9)

1915年9月にグロッスは自らが三つの人物像を持っていることを手紙で告白

している。「ぽくは限りなく孤独だ。すなわち，ぽくはぽくの分身（ドッペル

ゲンガー）たちと一緒にいるだけだ。こうした幻の人物の中にぼくは自分の確

固とした夢や理念や好みなどを実現させるのだ。いわばぼくの内面の観念生活

の中から，三人の異なった人物をぼくは取り出す。ぼく自身， この観念上の偽

名の人物の存在を信じているのだ。次第に三人のタイプの輪郭がはっきりとし

てきた。①グロッス，②エーレンフリート伯爵，手入れの行き届いた爪をした，

投げやりな貴族で， 自分を洗練することのみを気にかけている。要するに，風

変りな，貴族的個人主義者③それと均衡の極にある立場で，グロッスの母親

にあった多分にアメリカ的＝実際的で唯物論的な医者，ウィリアム・キング・

トーマス博士。」10)

この手紙における自己規定は明らかに変身願望を反映している。グロッスに

は通常の人間社会からの脱出， 日常恨界の裏返しの世界として，美術作品にお
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いても文学作品においてもサーカス芸人の世界を扱った一連の作品がある。本

論では文学作品に関してこの世界を詳しく検討してみたい。

I. サーカス芸人たち

グロッスにとってはサーカスの世界は特別なものであった。すでにシュトル

ペでの少年時代に，サーカスがやって来た様子を，グロッスは自叙伝で詳しく

叙述している。

「8月のある日のことだった。町の一番にぎやかな場所に高い板塀が立てら

れた。その塀はその後にぎやかなポスターで覆われた。新聞やうわさでその

ニュースを知らされなかった者でも，このポスターで，世界最大のサーカス『バ

ーナム・アンド・ベリー』がやって来ることが分かった。おとぎの国からやっ

て来たかのように，金色の装飾や外国語の文字をちりばめた，白い寝台車が，

町の小さな駅のプラットホームに到着した。私は一日中，サーカスの会場をう

ろつきまわった。どこを見ても面白いもの， 日新しいものばかりであった。同

時に三つの大テントでショーが行われるということであったが，そのテントの

建設は，私には理解できないほど計画的な共同作業で，驚くほど早く正確に進

められた。ちょうど統制の取れた試合のようで，誰もが自分の位置と課題を正

確に心得ていた。

町そのものが普段より活気づいているように見えた。この興行を見ようとし

て，たくさんの農民たちがやってきた。町のあちこちに出現した異国風のサー

カスの人物に好奇心に満ちた視線が注がれた。私は屋根のない馬車が走ってい

くのを見て，本当に驚いた。その馬車には覆面をした奇妙な人たちが座ってい

た。不恰好な， まさに恐ろしく肥満した人物が，ポスターで見た世界一太った

男だと，私は気がついた。その隣に座っている人は顔を黒い布で覆っていた。

もじゃもじゃと突き出した髪からすれば，これはライオン・タテガミ男のリオ

ネルに違いない。後ろの座席の小さい紳士は， これも覆面をしていたが，立派

な飾り紐と肩章をつけた金びかの軍服姿からすると，異常成長の小人として知

られていたオヤユビ・トム将軍に相違なかった。
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この異常人物のパレードは私に強烈な印象を与えた。こうしたサーカスの生

活や興行に魅力を感じない少年がいるだろうか。綱渡り師や軽業師と一緒に世

の中を回り，あの金色の飾りをつけた白い車両で寝泊りできるのだったら，私

はどんな犠牲を払ってもいいと思った。（もちろん当時の私のままではなく，

世界に知られた樽抜けの跳躍者，空中ブランコの曲芸師となってである。）

あの時代にふさわしく，腰にびったりとコルセットをした女性のサーカス芸

人たちは，謎めいた，甘い魅惑を与えた。当時の服装はすべてを包み隠すもの

だったが，それとは対照的に，ここではオペラグラスで肉体のすばらしい眺め

を存分に観賞することができた。絹のトリコットに覆われた太ももの足は，私

の空想の中で大きな役割を演じた。」11)

シュネーデによれば，「バーナム・アンド・ベリー」というサーカスの一座は，

異常成長の人物たちを売り物としていたようで12), おそらく世界一の巨人，ラ

イオン男，猿人間，小人などが登場し，面白い芸を見せていたものと思われる。

それにしてもグロッス少年がこうしたサーカスの世界に強力な印象を受けたと

いうことは， この自叙伝の叙述から明白である。サーカスヘの強い関心は，ベ

ルリンの学生時代にも持続していたようである。

1912年にグロッスはドレースデンの美術学校を卒業し，ベルリンの工芸学校

に入学した。ベルリンでは，ジュートエンデのリヒターフェルダー通り36番地

に住むようになった。ベルリンの学生時代の初期について， 自叙伝に次のよう

に述べられている。

「ベルリンでは『常に何かが起こっていた。』この町はますます中心地となり

つつあった。ベルリンは芸術においてミュンヘン，デュッセルドルフ， ドレー

スデンという古い中心地を凌ぐようになっていた。ベルリンには，現代ドイツ

美術の指導的人物が在住していた。マックス・リーバーマン教授，ロヴィス・

コリント教授，マックス・スレーフォークト教授がドイツ印象派の三巨星であ

った。ベルリンの人々は進歩的であった。画商にはセザンヌやゴッホと並んで，

まだ名前が売れ出したばかりであったピカソ，マティス， ドランなどのフラン

スの若手画家の作品が並んでいた。ベルリンにはすばらしい劇場，大サーカス，
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カバレット， レヴューがあった。ビアホールは駅の建物ほどの大きさがあり，

ワイン酒場は一階から四階まであった。六日間競輪，未来派の展覧会，タンゴ・

ダンスの国際コンテスト，ケーニヒグレーツァー通の劇場ではストリンドベ

リ・サーカス これが，私が転居したときのベルリンの様子であった。」13)

この自叙伝の記述によって確認できることは，専門分野であった美術への関

心の次に，グロッスに大きな興味を与えたのは，「劇場，大サーカス，カバレ

ット， レヴュー」であったということである。サーカスについてはさらにスト

リンドベリ・サーカスという具体名を挙げてさらに追加的に強調されている。

そしてこの自叙伝の続きには同居していた友人のヘルベルト・フィードラー

と町ヘスケッチに出かけ， しかも彼らが好んで向かった先は移動遊園地であっ

たことが記されている。

「私たちは移動遊園地に行くのが好きだった。そこでは奇妙などさまわりの

芸人たちが家族で，派手な飾りをつけた居住用車両の中に寝泊りしていた。遊

園地には緑と赤と金色に塗られた小屋があり，その入り口には『おもしろタン

ゴ・ダンス』と看板が掲げてあった。タンゴが大流行していた。そのダンスを

していたのは，カルメンの衣装をつけた六人の娘とオレンジ色（これがタンゴ

の色であった）の燕尾服の紳士であった。」14)

こうしたサーカスヘの関心は，グロッスの美術作品や文学作品の中に結晶さ

れている。グロッスは1917年の雑誌『新青年』第11-12合併号に，「芸人たち」

という詩を発表した。
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1. 音楽

ヤンキーの歌

光 まばゆい光，青，赤，緑，

先端を切った竹が林立している，

四人組 レネロー座
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ソレ！！ イケ！！ 開始だ ！！！ 

一人が前へ飛ぶ

一人 。

二人目 。

三人目 。

今度は後へ！！！ 一ーもう一度

ソレ ！！！！！ 

天井の上空へ人間が伸び上がる

奇怪な姿――-, ありえないことだ でも実際だ

ソレ！！！ もう一度！！

恨屈欄 ！ 恨k躍ー！ 跳躍 ！ 

二回転宙返り！！！

2. 高く，赤い頭の上を 光る天空へ，

プレッツ＝ラレラたちは滑空する

四人の男と一人の女

グレイの服を着た四人の男 パチッとヒザをたた＜！！！

グレイの服を着た四人の男が，棒とロープをつかむや，高所を滑空し，

落下し，飛翔し，舞い降りる

もう一度高く飛翔する

先端を切った竹の棒に，ゆらりと揺れる，

そして高く， どんどん高く，光る天空へ，

白熱光が突き出し，光るところへ。

3. ラ・バキーター—―東洋風宙返りダンス特許番号407631,

幕が下りている，＿だが今，開始だ！！

注目！！照明がともる 明々と

神経はもどかしく向かう あそこだ
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ワイヤーロープの網のところへ

青い服を着た二人の男

ソレ 登場だ！

優雅に 敏速に 軽l央に ，小股で進む！

トリコットの下にひきしまった胸

灰色の エロチックな太もも一—-

彼らの下で，ワイヤーロープの網が興奮して震える

まるで昆虫，灰色の甲虫のように

飛躍し，躍動する

！余興の特別サービスだ！

音楽の打ち上げ花火，ラグタイムだ，足をしっかり握ってろ！！！！

さあここで，黒いフロックコートを羽織って女性の姿

左手だ， ピンクの服で相棒の女性が登場だ

腕はブラブラ，足はフラフラ，灰色グマのダンス

ソレイケ！！ ワイヤーロープが震える

！おお，フロックコートの女性よ，ぽくはあなたの楽屋にファンレタ

ーを届けよう！

4. ソレ！！！ イケ！！！ ピンクの蛙たち！！

一人が空中を飛ぶ

二人目，

三人目一~

三メートルの高さで宙返り

ニー一三 四

ソレ

一人が空中を飛ぶ

照明灯が震える

大跳躍！！！



ジョージ・グロッスと宙返りの世界（宇佐美）

二人目，

三人目，

空中ブランコはぐらりと揺れる，

編み模様を描く，空飛ぶ杖

クモの糸をたどり 細いピンクのクモが踊って舞台へ下る

大跳躍！！……二 三 四！！！！

ソレ！

先端を切った竹の林立した姿同様 夢幻のごとく

人間が伸び上がる

そして再び落下する

ヤシの実のように下へ ！ 

スポットライト！！！

青赤，緑

妖精のごとく

ソレ！！！！ イケ！！！

一人が空中を飛ぶ

二人目 1

三人目！

四人目！

二回転宙返り，人間によるバベルの塔，

太鼓の乱打！！！

雷鳴のごとく•・・・・・

すべてが崩れる！！！

おお！ 肉体のカオス，おお！！！ 芸人たち!! 15) 

この詩は四つの章からなっており，サーカスの芸人たちの四つの場面を描写

している。第 1章と第4章は芸人たちの登場人物の数も同じであり， また同じ

ような描写の繰り返しがあるので，同一のショーの描写であろう。登場人物は
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四名の男性芸人である。日本語訳では「一人が」とか「二人目」とかなってい

て，男女の区別が不明だが， ドイツ語では einer,ein zweiter…と男性形で書

かれており，四名とも男性の芸人であることが分かる。「空中を飛ぶ」という

ような描写からショーは空中ブランコである。第 1章の13行目「天井の上空」（原

文では Theaterhimmel) という場所を示す言葉があり，演技の場所は大きな

劇場のような会場であることが分かる。この芸人たちの名前が「レネロー座」

(Renellos)であると作品中に述べられているがデンカー編のグロッス詩全

集にもその他のグロッス詩集にも 16) この芸人たちについての解説は一切述べ

られていないので，詳しいことは不明である。しかしこの「レネロー座」は，

グロッスが1916年に『新青年』に発表した詩「月夜」にも登場し，そこでは「レ

ネロー座はヴィンターガルテンの夜へ滑空する」17) と述べられており，「芸人

たち」第 1章の場所もこのヴィンターガルテンであると想定することができる。

ヴィンターガルテンは，ベルリンの最も老舗のヴァリエテ（寄席）であり，セ

ントラル・ホテルの付属施設としてすでに1888年には寄席の興行を開始してい

た。 20世紀初頭にはベルリン最大の娯楽施設として知られ，オペラ歌手の出演

やダンス，サーカス，手品などさまざまな娯楽の催しを提供していた。

「芸人たち」の第2章の出演者は，男性四人と女性一人である。この四人の

男性が第 1章の四人の男性芸人と同じだと考える余地もあるが，「プレッツ＝

ラレラ」 (Ploetz-Larella) と別の名称で呼ばれているので，おそらく別のグル

ープであると考えられる。この「プレッツ＝ラレラ」がどんな芸人であるかに

ついては，デンカー編集のものをはじめグロッス詩集の解説にはやはり何の情

報も記載されていない。ただしヴィンターガルテンの催しの記録によると，

1895年11月 1日にここでドイツで最初の映画の上映がなされ，それはマック

ス・スクラダノフスキーによるビオスコープであったが，上映された演目はサ

ーカスの芸人によるショーだったようで，その中に「子供グループ，プレッツ

＝ラレラによるイタリアの農民ダンス」 (ItalienischerBauerntanz mit der 

Kindergruppe Ploetz-Larella)が含まれている 18)。グロッスがこの詩を書いた

のは1912年のベルリン移住から1917年における『新青年』での作品掲載までの
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時期であるから， 1895年のビオスコープ初公開の時から約20年後のことである。

グロッスの作品の描写から推測されるのは「農民ダンス」ではなく，やはり空

中ブランコのショーのようなので，ここでグロッスが描いているのはビオスコ

ープの上映ではないと思われる。 20年前に子供演技団としてビオスコープにも

出演して，すでに有名であった「プレッツ＝ラレラたち」が，いまや大人にな

って空中ブランコの曲芸を演じていると判断するのが適当ではないだろうか。

第3章では，「ラ・パキータ」 LaPaquitaというエキゾチックな名前が書か

れているが， これはおそらくダンスの演目であろう。出演者は青い服の男性二

人と，フロックコートを羽織ったピンクの服の女性ー名である。ここでもワイ

ヤーロープが出てくるので，空中での綱渡りのようなショーであろう。この女

性はたいへん魅力的なダンサーのようで，作者のグロッスは夢中になってファ

ンレターを楽屋に届けるなどと述べている。

グロッスはどういう気持ちでこのようなサーカスの場面を描いたのであろう

か。この点を整理してみれば (1)日常生活から脱皮して別の世界に行きたいと

いう現実逃避願望， (2)超能力，鍛えられた肉体の力の賛美， (3)カオス，宙返り

などダイナミックな変化への期待， (4)当時の道徳的な規範に対して，サーカス

という特別な状況での肉体の露出を強調することによるエロスの世界への接近

（既成の道徳観に対する挑発）などが，この作品から読み取りうるのではない

だろうか。

II. 「楽屋を通る」

同じくサーカスの世界を扱ったグロッスの文学作品に「楽屋を通る」と題さ

れた詩がある。この比較的短い詩は『新青年， 1917年に向けての年鑑』(1916年）

に発表された。

楽屋を通る BeimDurchgehen der Garderobe, 1916 

太った女が50ポンドの重量挙げ，
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子供が泣き叫ぶ

道化は鏡で目を赤く塗りたくる。

一人の男はこっそり一杯飲んでいる。

見せ物小屋の使い走りは 立ったまま居眠りだ

二人がトランプに興じている一ー（ガス灯がむき出しで明々と火をゆらす）

傷跡のあるもう一人の男は親しげにミス・オレリと交渉だ

十頭のライオンをあやつるペレツォフは拳銃に弾を込める，

この人の風貌はハンガリー軽騎兵のようだ，

小父さんたちとやってきた女性たちは，

彼にファンレターを書く。

彼は自分が愛する猛獣と同じように

硬い太ももをしている， かれの髪は赤い[19) 

先ほど引用したグロッスの自叙伝に，ベルリンの学生時代に，グロッスは移

動遊園地に行くのが好きで，そこでスケッチをしたという記述がある。ヴィン

ターガルテンのような大きなショー劇場にもサーカス芸人は出演していたので

あるが，それとともに仮設のテントを会場とした移動遊園地があり，そこでも

芸人たちが曲芸などの見世物をしていた。自叙伝のこの場面の続きには次のよ

うに述べられている。「私はこれ（移動遊園地の緑と赤と金色に塗られたサー

カス芸人の小屋，カルメンの衣装をつけた六人の娘とオレンジ色の燕尾服の紳

士など）に興味があり，たくさんのスケッチをし，また自宅でオレンジ色，緑

色そして金色をふんだんに使った絵を描いた。スペインの踊り子はもちろん，

まったくのベルリン娘たちで，温かいソーセージやロールモップ20)そしてい

ためたポテトをたいへんな食欲で食べ，近くの飲み屋で， ラズベリージュース

で割ったヴァイス・ビールを何杯も飲んでいた。タンゴで熱くなりのどが渇＜

のであった。この娘たちの一人が私のモデルになったとき，彼女のボーイフレ

ンドが私の自宅の前に様子を伺いに来た。この男はスペインの短刀こそ持って
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いなかったが，拳鍔をはめて私に殴りかかってきた。 このようにノイケル

ン21)の少年はスペイン的な熱血漠であることを示したのだ。」22)

この記述からグロッスはサーカス芸人たちを単に観察していただけでなく，

彼らと相当親しく個人的に付き合っていたと想像できる。タンゴ・ダンスの踊

り子の一人を自分のアトリエヘ連れてきて，絵のモデルにしたわけだから，そ

れだけ親しい関係にあったといえよう。また彼女たちの飲み食いなど生活の細

部まで述べていることから，グロッスは実際に旅芸人たちの楽屋に出入りし，

その生活をよく知っていたようである。

1916年の友人オットー・シュマルハウゼンヘの手紙からも，グロッスのサー

カス団員との接触ぶりを読み取ることができる。「明日の土曜日に一緒にカフ

ェー『フリードリヒスホーフ』へ行くつもりはありませんか。フリードリヒ通

とコッホ通の交差点です。そこにはサーカス芸人たちが夫婦でたむろしていま

す。私はあなたをとりわけドクター・ロビーニ（魔術師，手品師）に引き合わ

せたいと思っています。彼は（オランダ人ですが），最近ロンドンとパリから

帰ったばかりです。 3時ごろそこへ来て， しばらく待っていてください。（空

中の横木でアッと驚く演技をする『ジ・アヴォロ』 TheAvoloも『トゥー・リ

リーズ』 TwoLilliesも『シドニー・テリー』 SydneyTerryも今は休みです。

彼らはドレースデンの『ヴィクトリア・サロン』から来たばかりです。）あな

たは画家でギントという名前にしておきます。あなたが仮名のままでいること

が私にとっても必要なのです。そうでなければすぐに別の可能性に変更しなく

てはならないことをお考えください。…（ところでフリードリヒスホーフは決

していかさま酒場でもライオンの住処でもありません。）」23)

このような自伝的な背景を踏まえて，「楽屋を通る」という文学作品を検討

してみたい。先ほど論じた詩作品「芸人たち」が観客を前にしての表舞台のシ

ョーの場面を扱っていたのに対して， この「楽屋を通る」は華やかなサーカス

の舞台の裏側を描く。「芸人たち」では作者のサーカスヘの憧れや賛美が主観的，

願望的に述べられているのに対し，この楽屋裏での描写はきわめて現実的，暴

露的である。表舞台で華やかだが，楽屋裏では太った女が重鼠挙げの練習をし，
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かたわらでは子供が泣き叫ぶ。これは，決して単純な憧れの世界ではなく，生

活臭が滲み出る現実の世界である。道化は鏡の前で醜悪な厚化粧をし，アル中

の男は隠れて酒を飲んでおり，団員たちはトランプで博打をする。ミス・オレ

リは娼婦だ。猛獣使いのペレツォフは，楽屋で見ても，硬い太ももをして筋肉

が引き締まり，男性的魅力にあふれ，このサーカス団のスターであり，女性た

ちにたいへんな人気がある。

こうした世界は現実的であるが，だがとりすました市民道徳の世界と比べる

と，やはり規範から大きく外れた異常な世界であるといえよう。たとえば19世

紀のロマン主義における芸術作品が空想的な願望の世界を描き，いわばきれい

ごとで主観的な夢の世界で戯れていたのに対して，グロッスが見つめるのは，

まったく自然主義的な人間社会の恥部のような世界である。こうした現実を踏

まえた上で，なおかつこの社会的規範から外れた世界こそ，既成の道徳的観念

を否定し，これと対決しようとしていたグロッスにとっては愛すべき，憧れの

世界なのであった。これこそ社会的なはずれ者の，アウトローの世界であり，

ここには既成の市民道徳を覆す方向が示されているのであった。

III. アクロバットダンサー

サーカスの芸人の戦界は，グロッスの憧れの対象であるばかりでなく，グロ

ッスにとっては芸術活動の指針であった。この指針は単に個人としての問題で

あるばかりではなく，現代芸術全般の方向性にかかわるものと，グロッスは考

えていた。このようなグロッスの芸術観を表明した文学作品が，「アクロバッ

トダンサーにならねばならない」という詩である。この作品は， 1917年に多色

刷りの新聞形式で発行された『新青年』に発表された。
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れ，ある時は樽の輪を飛び抜ける そして螺旋状に飛び上がるのだ！ 見

よ，君を侮辱する文章だ，

貼り紙，

ノミのサーカス・・・・・・・・・・・・・・・

（ノミは全員綱につながれている 戦列脱走なし 号令どおりノミの跳

躍， ノミの分裂行進•・・・・・・・・・・・・・)

とにかく重要なことは平衡を保つことだ！

むかしゴシック教会があったところ，今ではメッセルの高層百貨店が聾え

る

エレベーターがうなりをあげて飛んでいく……鉄道事故，爆発大惨事

バルカン列車は中部ヨーロッパを横断して疾走する，

だが木は花をつけ，高級ジャムの配給もある……

前述のごとく，アクロバットダンサーとなるのだ

骨という骨を動かすのだ

詩人の安楽椅子で惰眠をむさぼっていてはならない

画架の前で色あいのみ美しい絵を描いてはならない。

安閑としているやつをかき乱せ

食後に昼寝するようなやつの

泰平然としたケツをくすぐってやれ，

騒乱せよ！爆発せよ！破裂せよ！ さもなくば窓の桟で首を吊れ

ブラントヴァイン横町に諸君の屍をぶら下げろ！

そうだ！再び弾力をもて，四方八方へ高々と跳ねろ 体を曲げよ 殴

りつけろ！アゴやみぞおちヘ一撃を！

レデイース・エンド・ジェントルメン！！
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御入場は御自由！

さあ寄っといで！！……さあ寄っといで！！……

祭壇の香炉がもうへっこんだ。

やわらかいお尻が神経質にあちこちへすべる！

そうだ！ノミが絹に繋がれていなければいいのだ!••• …………24) 

ノミのサーカスは，実際にヨーロッパで見世物として興行されていた。ノミ

はその小さな体に比較して巨大な跳躍をするので，人々を驚かすに十分であり，

ノミに飾りをつけた小さな車を引かせたりして意外なノミの世界を見せるのが

このショーの面白さである。だがなぜこのノミのサーカスの貼り紙が「侮辱」

を与えるのであろうか。ノミは飛び跳ねて逃げないように，糸でつながれてい

る。このように他者に紐でつながれ，戦線離脱せずに，軍隊式の分裂行進する

ことが作者には我慢できないのである。グロッスはノミのサーカスを芸術のあ

り方として間違った形態であるとみなしているのだ。間題は芸術の方向性であ

る。芸術は個人の自由な発想に基づいて出発するものであって，決して他人に

強制されたり，あるいは軍隊式の命令で行うものではない。こうして作品の最

後に作者は，「そうだ！ノミが網に繋がれていなければいいのだ」と芸術の自

由を強調するのである。

9から13行目にかけて，突然グロッスの時代の時事的な描写が展開される。

メッセルの高層百貨店が絆え，バルカン列車が走り，エレベーターがうなりを

あげて飛び鉄道事故爆発大惨事がある。アルフレート・メッセル (Alfred

Messel, 1853―1909)はドイツの著名な建築家で， 19世紀末から20世紀初頭に

かけて多くの重要な建物の建築をした。晩年には有名なペルガモン博物館の建

設にもかかわっていたが，彼の名前を有名にしたのは1897年に完成したヴェル

トハイム百貨店であった。この百貨店は当時ヨーロッパーの規模を誇り，ライ

プツッヒ通からポツダム広場にかけての当時のベルリンの華やかな繁華街の中

心をなす建物であった。この新しい高層ビルでは，最新のエレベーターがうな
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りを上げて人々を運び，また国外に向けてはバルカン列車が東欧へ向かって走

る。ベルリンはドイツの高度成長の中心都市であった。ゴシックの教会が立っ

ていた時代は過ぎ去り，今や新しい時代が来ている。だが帝国主義時代の経済

成長をグロッスは無批判に礼賛しているのではない。過度な機械化のひずみは

鉄道事故，爆発大惨事をも伴うのである。グロッスは時事的，杜会的な事象を

断片的，モザイク的に提示する。この方法は表現主義の詩人ファン・ホッデイ

スの文体に類似している。ここでホッデイスの「世界の終わり」と比較してみ

たい。

ファン・ホッデイス 世界の終わり W eltende, 1911 

市民のとんがり頭から帽子が飛ぶ

空中いたるところで叫び声のような響きが聞こえる

屋根葺き職人が落下して，ぺしゃんことなり

海岸には—新聞を読むと 高潮が来る

嵐が来た，荒々しい波が陸に

押し寄せ，分厚い堤防を押し潰す

ほとんどの人々は風邪を引いている

列車は鉄橋から転落する。25)

ホッデイスは，新聞にいろいろな次元のニュースが平行して並べられている

ように第二帝政末期のドイツの状況を断片的に叙述する。詩人はとくにこの

産業社会の没落の兆候を新聞のニュースの中から鋭く嗅ぎ取り， これらを暗示

的に羅列する。市民の外見やステータスを暗示している「帽子」という飾りは，

今や吹き飛ばされてしまった。ドイツ帝政社会のうわべを飾っていた「屋根葺

き職人」は墜落事故で減亡する。ドイツ社会を手厚く守ってくれると見えた分

厚い「堤防」も， もはや時代の荒波の前に押し潰される。最新の交通手段であ
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る鉄道も鉄橋事故で信頼性は大きく揺らいでいる。人々は風邪を引き，病気で

ある。ここには何の展望もなく，ただ破滅を待つのみである。ホッデイスをは

じめ，表現主義の人々はこのような閉塞的な社会状況を「没落」，「世界の終焉」

としてテーマ化した。

グロッスの詩も同じように時事的な社会状況を断片的に描いている。この意

味でグロッスは表現主義の影響を大きく受けていることは確かである。だがグ

ロッスはホッデイスほど悲観的な見通しを述べていない。たしかに鉄道事故や，

爆発大惨事を指摘してはいるが，それは全体的な方向を示しているのではなく，

現代社会のさまざまな部分的事象のひとつとして指摘されているにすぎない。

グロッスは時事的現象の描写をしているが，ホッディスのように現代社会の没

落を作品のテーマにしているのではない。グロッスの詩のテーマは，現代の芸

術家にとっての芸術活動のあり方であり，この時事的描写の部分は現在の芸術

家を取り巻く社会環境の特徴を述べているのである。したがって社会に対して

悲観的，批判的であるかどうかはあまり中心的問題ではない。グロッスは大き

く変化する現在の状況を指摘し，芸術家はこれまでと同じ態度で創作を続けて

いてよいのだろうかという問題を提起しているのである。現在の芸術家は，大

きく変動する杜会の問題を受け止め， これと対決する芸術活動を展開しなけれ

ばならないというのが，グロッスの立場なのである。

20世紀の新しい社会に対応した芸術とは何か。グロッスは旧来のごとく「芸

術のための芸術」であってはならない， と主張する。「詩人の安楽椅子で惰眼

をむさぼってはならない」のであり，「画架の前で色合いのみ美しい絵を描い

ていてはならない」のである。こうした古いタイプの芸術家を徹底的に批判し

なくてはならない，「安閑としているやつをかき乱し」，「昼寝をしている泰平

然としたケツをくすぐれ」と，グロッスはけしかける。

最後のところで，「吊り香炉はもうへっこんだ／やわらかいお尻が神経質に

あちこちすべる」という害かれている部分は，前後の部分との関連がないので，

いささか謎めいている。なぜならば「吊り香炉」というキリスト教会の道具と，

エロチックな「やわらかいお尻」という言葉が， この詩の全体的なテーマであ
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る「新しい芸術のあり方」と， どのように関係しているかが分かりにくいため

である。

「さあ寄っといで」という部分からは，グロッスにとって好ましい芸術の展

開が示されていると思われるので，そのような流れで最後の部分を読めば，「ア

クロバットダンサー」のように柔軟な新しい芸術家は，「弾力をもって，四方

八方へ飛び跳ね」，古い体質に殴りかかり，「アゴやみぞおち」ヘ一撃をくらわ

すのであるから， この新しい芸術家（とその仲間）が「吊り香炉」に打撃を与

えると解釈できるであろう。「吊り香炉」はキリスト教会の儀式を神聖化する

道具である。このような宗教の道具となるような芸術の姿勢もグロッスは批判

しているのであろう。ゴシック教会の時代はすでに終ったのであり，昔の教会

を賛美する芸術はもはや必要とされていない。そのような芸術はアッパーカッ

トで撃退しなければならない。このようにグロッスは古いタイプの芸術に攻撃

的な姿勢を示すのである。

そうした攻撃対象とは反対に，「やわらかいお尻」は肯定的に叙述されてい

るといえよう。当時の一般的な市民道徳では，エロチックな描写はモラルに反

するものとされていたが，サーカスの恨界はこうした道徳規範から外れたショ

ーを展開していた。グロッスはこのサーカスの世界から刺激を受け，既存の道

徳観の枠を大きく打ち破る新しい芸術をめざしているのであり，そのような方

向性をこの部分で述べているように思われる。

グロッスは， この「アクロバットダンサーにならねばならない」という作品

で新しい芸術の基本的方向を綱領的に表明している。その立場を整理すれば次

のようになるであろう。

ここでグロッスが批判しているのは三つの芸術家のタイプである。

(1)ノミのサーカスのように，他者から命令され，軍隊的な芸術を行うような

タイプ。

(2)教会の「吊り香炉」のように，既存の宗教的立場を飾るような保守的な芸

術家のタイプ。

(3)安閑として，安楽椅子にふんぞり返る芸術家，現代社会の変化を踏まえて
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新しい方向へ踏み出さないような芸術家のタイプ。

この詩作品に述べられている限りで，グロッスがめざす新しい芸術の特徴は

次のような点である。

(1)新しい現代社会の変化を踏まえ，これを直視する芸術。

(2)既成の芸術的規範にとらわれない新しい発想の芸術。アクロバットダンサ

- (ゴム人間）が示すような柔軟で自由な創作活動。

(3)攻撃的な芸術活動。ボクサーのごとく戦う姿勢を持つ芸術。もちろん戦う

相手は古い体質の芸術である。

(4)古い道徳的規範の払拭。エロチックなものなどを大胆に取り上げ，古い規

範を破壊する自由な芸術。

本稿では，サーカスの世界を扱ったグロッスの三つの詩作品を詳しく検討し

たが，グロッスがサーカスの世界にいかに大きな関心をもっていたかが明確に

されたと思う。グロッスは，この宙返りの世界を好んで文学作品や美術作品の

題材にしたばかりではない。彼はその憔界から日常生活にはない， 自由な，新

しい世界を感じ取り，「変化」，「仮面」，「柔軟性」，「規範からの解放」など多

くの要素を自らの芸術活動に取り入れ， こうしてサーカスの世界を自らの芸術

の指針にしたのである。
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